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Ⅰ
　
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
報
告

　

令
和
元
年
度
第
二
回
目
の
熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
会
議
に

つ
い
て
、
令
和
二
年
三
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
時
期
に
お
け
る
開
催

を
計
画
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
の

拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
飯
塚
好
委
員
長
と
の
相
談
の
結
果
、
や

む
を
得
ず
中
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
文
責　

大
野　

幸
人
）

Ⅱ
　
専
門
部
会
活
動
報
告

一
　
中
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
中
世
専
門
部
会
長
　
高
橋
　
修

　

当
専
門
部
会
は
、
平
成
二
四
年
度
に
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
２ 

古
代
・
中
世
』
を
、
平
成
三
〇
年
度
に
『
熊
谷
市
史 

通
史
編
上

巻 

原
始
・
古
代
・
中
世
』
を
刊
行
し
、『
熊
谷
市
史
』
本
編
に
つ

い
て
は
、
そ
の
編
さ
ん
を
終
了
し
て
い
る
。
前
記
の
ほ
か
に
、
当

専
門
部
会
が
担
当
す
る
調
査
報
告
書
と
し
て
、『
中
世
の
石
造
物
』

と
『
直
実
・
実
盛
伝
説
』
の
刊
行
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

以
下
の
活
動
を
行
っ
た
。

（
令
和
二
年
一
月
～
一
二
月
）

熊
谷
市
史
編
さ
ん
委
員
会
・
専
門
部
会　

報
告
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１　

調
査
報
告
書
『
直
実
・
実
盛
伝
説
』

　

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
き
、
期
間
中
に
会
議
等
を
開
催
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
前
年
度
の
会
議
で
決
定
し
た
方
針
に
従
っ
て
、

各
担
当
が
資
料
の
収
集
や
調
査
を
行
っ
た
。

２　

調
査
報
告
書
『
中
世
の
石
造
物
』

　

当
報
告
書
は
、
今
年
度
の
刊
行
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
執
筆
・
校
正
・
編
集
等
を
行
っ
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
二
分
冊
を
予
定
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
章
立

て
と
な
っ
た
。

　

第
一
分
冊

　
　

第
一
章　

中
世
石
造
物
の
種
類
と
か
た
ち

　
　

第
二
章　

熊
谷
市
域
に
お
け
る
中
世
石
造
物
の
調
査
・
研
究　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

の
あ
ゆ
み

　
　

第
三
章　

熊
谷
市
の
中
世
石
造
物
の
諸
相

　
　

第
四
章　

熊
谷
市
の
石
造
物
一
覧

　

第
二
分
冊

　
　

巻
頭
写
真
（
カ
ラ
ー
）

　
　

第
一
章　

図
版
編

　
　

第
二
章　

写
真
編

【
第
一
分
冊
】

　

第
一
章
は
、
対
象
と
な
る
石
造
物
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。

磯
野
治
司
委
員
と
栗
岡
眞
理
子
委
員
が
執
筆
し
た
。

　

第
二
章
は
、
こ
れ
ま
で
の
熊
谷
の
中
世
石
造
物
に
つ
い
て
の
研

究
の
あ
ゆ
み
と
今
回
の
市
史
で
の
調
査
概
要
・
地
区
の
様
相
に
つ

い
て
触
れ
た
。
前
者
を
野
口
達
郎
委
員
が
、
後
者
を
元
熊
谷
市
史

編
さ
ん
室
長
の
熊
谷
市
教
育
委
員
会 

新
井
端
氏
が
執
筆
し
た
。

第
三
章
は
、
編
集
委
員
に
よ
る
市
内
石
造
物
に
つ
い
て
の
考
察
で

あ
る
。
五
節
二
〇
項
に
わ
た
り
、
伊
藤
宏
之
委
員
、
太
田
ま
り
子

委
員
、
砂
生
智
江
委
員
、
村
山
卓
委
員
、
諸
岡
勝
委
員
、
磯
野
委

員
、
栗
岡
委
員
、
野
口
委
員
が
執
筆
を
担
当
し
た
。

　

第
四
章
は
、
市
内
中
世
石
造
物
の
一
覧
と
編
年
一
覧
、
所
在
地

一
覧
（
部
材
の
集
計
を
含
む
。）
で
あ
る
。
市
内
中
世
石
造
物
の

一
覧
と
編
年
一
覧
に
つ
い
て
は
、
砂
生
委
員
、
栗
岡
委
員
、
野
口

委
員
が
確
認
作
業
や
指
導
を
行
っ
た
。所
在
地
一
覧
に
つ
い
て
は
、

作
成
と
集
計
作
業
を
新
井
氏
が
行
っ
た
。

【
第
二
分
冊
】

　

巻
頭
写
真
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
を
磯
野
委
員
、
村
山
委
員
、
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諸
岡
委
員
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
諸
岡
委
員
が
、
必

要
な
箇
所
の
再
撮
影
を
行
っ
た
。

　

第
一
章
図
版
は
、
拓
本
や
実
測
図
な
ど
の
図
版
に
、
銘
文
を
付

け
た
も
の
で
あ
る
。
図
版
の
確
認
を
栗
岡
、
野
口
、
諸
岡
委
員
が
、

銘
文
の
確
認
を
太
田
、
野
口
、
諸
岡
委
員
が
行
っ
た
。

　

第
二
章
写
真
に
は
、
今
回
の
調
査
で
対
象
と
な
っ
た
石
造
物
の

写
真
を
ほ
ぼ
す
べ
て
掲
載
し
た
。
不
足
分
の
撮
影
に
つ
い
て
、
太

田
、
村
山
委
員
が
行
っ
た
。

　

現
在
、
各
委
員
の
執
筆
、
校
正
を
終
え
、
事
務
局
に
よ
る
編
集
・

校
正
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
の
三
月
に
は
、
調
査
報
告

書
が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

当
調
査
は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
始
ま
り
、
一
〇
年
以
上
を
か

け
て
、
五
一
四
か
所
三
三
九
五
点
の
石
造
物
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
地
点
に
赴
き
、
現
地
調
査
を
行
い
、
執

筆
・
校
正
・
編
集
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
編
集
委
員
各
位
の
御

尽
力
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
調
査
に
御
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

二
　
　
近
世
専
門
部
会

　
　
　
　
　

近
世
専
門
部
会
長
　
北
村
　
行
遠

　

近
世
専
門
部
会
で
は
、
令
和
二
年
の
主
な
活
動
と
し
て
、
令
和

元
年
度
の
第
三
回
部
会
、
令
和
二
年
度
の
第
一
回
・
第
二
回
部
会

を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
令
和
二
年
度
は
、
あ
と
一
回
部
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
各
部
会
の
前
に
は
、
資
料
編
三
巻
の
巻
担
当
者

に
よ
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
二
月
二
八
日
、
七
月
二
一
日
、

一
〇
月
二
三
日
、
一
二
月
二
一
日
の
計
四
回
で
あ
る
。

以
下
、
部
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

令
和
元
年
度 

第
三
回
部
会
（
令
和
二
年
一
月
一
七
日
）

１　

事
務
局
報
告　

事
務
局
か
ら
古
文
書
調
査
の
現
状
、
今
年
度

の
刊
行
物
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２　

刊
行
に
向
け
て
の
計
画　

事
務
局
か
ら
担
当
委
員
ご
と
の
筆

耕
作
業
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
巻
担
当
者
よ
り

史
料
表
題
の
付
け
方
な
ど
の
凡
例
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

３　

資
料
編
各
巻
担
当
者
か
ら
の
報
告　

妻
沼
地
域
（
細
野
委
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員
）・
熊
谷
宿
（
石
山
委
員
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

４　

調
査
の
報
告
・
計
画　

熊
谷
宿
の
大
名
通
行
に
関
す
る
史
料

調
査
の
一
環
と
し
て
、
加
越
能
文
庫
（
石
川
県
金
沢
市
）
の
調
査

を
行
う
予
定
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
吉
田
・
松
本

両
委
員
よ
り
埼
玉
県
立
文
書
館
の
長
島
家
文
書
の
調
査
を
企
画
し

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
度 

第
一
回
部
会
（
令
和
二
年
九
月
二
〇
日
）

１　

事
務
局
報
告　

事
務
局
よ
り
古
文
書
調
査
の
現
状
、
今
年
度

の
刊
行
物
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２　

刊
行
に
向
け
て
の
計
画　

事
務
局
か
ら
担
当
委
員
ご
と
の
筆

耕
作
業
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
資
料
編
の
書
名
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、「
熊
谷
在
方
」
を
「
熊
谷
村
方
」
に
変
更
し
た
。

そ
の
他
に
、
資
料
編
の
文
字
サ
イ
ズ
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

３　

資
料
編
各
巻
担
当
者
か
ら
の
報
告　

妻
沼
地
域
（
細
野
委

員
）、
熊
谷
宿
（
石
山
委
員
）、
熊
谷
村
方
（
藤
井
委
員
）
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、栗
原
委
員
よ
り
資
料
編
別
冊
付
録『
妻

沼
聖
天
山
の
絵
馬
・
扁
額
』（
仮
）
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

４　

調
査
の
報
告
・
計
画　

長
島
家
文
書（
埼
玉
県
文
書
館
保
管
）、

安
中
宿
関
係
文
書
（
群
馬
県
安
中
市
）、
加
越
能
文
庫
（
石
川
県

金
沢
市
）
の
調
査
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
度 

第
二
回
部
会
（
令
和
二
年
一
一
月
二
一
日
）

１　

事
務
局
報
告　

事
務
局
よ
り
古
文
書
調
査
の
現
状
、
今
年
度

の
刊
行
物
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
新
た
に
受
け
入
れ
た
古
文
書

群
に
関
す
る
質
疑
が
あ
っ
た
。

２　

刊
行
に
向
け
て
の
計
画　

事
務
局
か
ら
担
当
委
員
ご
と
の
筆

耕
作
業
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
資
料
編
の
解
説

の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、
人
権
分
野

に
関
す
る
史
料
の
筆
耕
状
況
や
章
節
の
入
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
確

認
を
行
っ
た
。

３　

資
料
編
各
巻
担
当
者
か
ら
の
報
告　

妻
沼
地
域
（
細
野
委

員
）、
熊
谷
宿
（
石
山
委
員
）、
熊
谷
村
方
（
藤
井
委
員
）
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

４　

調
査
の
報
告
・
計
画　

必
要
な
古
文
書
調
査
は
、
遠
隔
地
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
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三
　
近
代
専
門
部
会

近
代
専
門
部
会
長
　
老
川
　
慶
喜

　

近
代
専
門
部
会
で
は
、
六
月
に
専
門
部
会
会
議
を
開
催
し
、『
熊

谷
市
史 

資
料
編
６ 
近
代
・
現
代
１ 

熊
谷
地
域
編
上
巻
』
の
刊
行

に
向
け
て
部
会
の
体
制
を
整
え
た
。
そ
の
後
、
一
二
月
に
現
代
専

門
部
会
と
の
合
同
会
議
を
開
催
し
、
協
議
の
結
果
、
両
専
門
部
会

を
統
合
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
今
後
は
、
近
代
・
現
代
専
門
部
会

と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。（
別
記
参
照
）

１　

令
和
二
年
度
第
一
回
近
代
専
門
部
会
会
議

（
令
和
二
年
六
月
二
七
日　

市
立
熊
谷
図
書
館
）

①
委
嘱
状
交
付

　

老
川
慶
喜
部
会
長
に
対
し
、
専
門
委
員
（
部
会
長
）
の
委
嘱
状

を
交
付
し
た
。

②
新
編
集
委
員
候
補
者
の
承
認

　

事
前
に
推
薦
さ
れ
た
伊
藤
陽
平
氏
、
栗
原
祐
斗
氏
、
中
村
一
成

氏
を
新
た
な
編
集
委
員
と
し
て
承
認
し
た
。
文
化
分
野
の
担
当
委

員
は
、
今
後
、
事
務
局
か
ら
適
任
者
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
６ 

近
代
・
現
代
１ 

熊
谷
地
域
編
上
巻
』

の
編
集
及
び
刊
行
に
つ
い
て

　

当
専
門
部
会
及
び
現
代
専
門
部
会
の
意
向
等
を
踏
ま
え
、
刊
行

年
度
を
令
和
八
年
度
以
降
に
変
更
す
る
提
案
が
事
務
局
か
ら
あ

り
、
承
認
し
た
。
ま
た
、
部
会
長
が
現
代
専
門
部
会
長
を
兼
任
す

る
案
に
つ
い
て
は
、
両
部
会
を
統
合
す
る
方
向
で
協
議
を
進
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。

④
古
文
書
調
査
の
現
状
及
び
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
関
係
文
書
群
の
調
査
状
況
等
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
、
委
員
か
ら
、
今
後
の
調
査
（
県
立
高
校
・
金
融
機
関
等
）

に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。

四
　
現
代
専
門
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
史
編
さ
ん
室
　
　

　

現
代
専
門
部
会
で
は
、『
熊
谷
市
史 

資
料
編
７ 

近
代
・
現
代

２ 
熊
谷
地
域
編
下
巻
』
の
刊
行
に
向
け
て
、
一
月
及
び
八
月
に

専
門
部
会
会
議
を
開
催
し
、部
会
の
新
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

協
議
の
結
果
、
近
代
専
門
部
会
と
の
統
合
を
当
専
門
部
会
と
し
て

の
方
向
性
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
最
終
的
に
一
二
月
の
合
同
会
議
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に
お
い
て
正
式
に
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
併
せ
て
各
委
員
が
資
料
調
査
を
進
め
た
。

１　

令
和
元
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
令
和
二
年
一
月
一
四
日　

妻
沼
中
央
公
民
館
）

　

吉
野
担
当
副
参
事
が
議
事
を
進
行
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。

①
人
員
体
制
に
つ
い
て

　

退
任
し
た
編
集
委
員
の
後
任
及
び
部
会
長
の
選
任
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。
須
長
委
員
か
ら
新
た
な
編
集
委
員
候
補
者
の
推

薦
が
あ
り
、次
回
の
会
議
に
お
い
て
正
式
に
諮
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
部
会
長
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
結
果
、
老
川
慶
喜
近
代
専

門
部
会
長
に
兼
任
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

②
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

当
専
門
部
会
の
担
当
す
る
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
７ 

近
代
・
現

代
２ 

熊
谷
地
域
編
下
巻
』
は
、
現
行
の
計
画
ど
お
り
令
和
七
年

度
に
刊
行
予
定
と
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

③
『
熊
谷
市
史 

資
料
編
７ 

近
代
・
現
代
２ 

熊
谷
地
域
編
下
巻
』

の
編
集
に
つ
い
て

　

上
下
巻
の
画
期
を
昭
和
二
〇
年
八
月
の
太
平
洋
戦
争
の
終
結

（
終
戦
）
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

２　

令
和
二
年
度
第
一
回
専
門
部
会
会
議

（
令
和
二
年
八
月
一
一
日　

妻
沼
中
央
公
民
館
）

　

吉
野
担
当
副
参
事
が
議
事
を
進
行
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
行
っ
た
。

①
新
編
集
委
員
候
補
者
の
承
認
等　

　

須
長
委
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
飯
田
明
彦
氏
を
新
た
な
編
集
委
員

の
候
補
者
と
し
て
承
認
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
山
本
喜
久

治
氏
に
協
力
員
へ
の
着
任
を
依
頼
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

②
刊
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
に
つ
い
て

　

事
務
局
か
ら
、
当
専
門
部
会
が
編
集
を
担
当
す
る
資
料
編
６
及

び
７
並
び
に
通
史
編
下
巻
の
刊
行
時
期
の
変
更
に
つ
い
て
、
年
次

計
画
の
改
定
素
案
に
よ
り
説
明
し
、
了
解
を
得
た
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

近
代
専
門
部
会
と
の
統
合
の
方
向
性
に
つ
い
て
了
承
し
た
。

　

な
お
、
両
日
と
も
会
議
終
了
後
に
資
料
調
査
を
行
っ
た
。

五
　
近
代
・
現
代
専
門
部
会

近
代
・
現
代
専
門
部
会
長
　
老
川
　
慶
喜
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一
二
月
五
日
、
近
代
専
門
部
会
及
び
現
代
専
門
部
会
の
合
同
会

議
を
開
催
し
、
両
部
会
の
統
合
を
決
定
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
全
委
員
に
よ
る
会
議
の
開
催
を
基
本
と

し
、
必
要
に
応
じ
て
担
当
巻
別
の
活
動
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

近
代
専
門
部
会
及
び
現
代
専
門
部
会
合
同
会
議

（
令
和
二
年
一
二
月
五
日　

熊
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
」）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
委
嘱
状
交
付

　

小
林
壽
朗
、齋
藤
邦
明
、竹
村
到
の
各
編
集
委
員（
特
別
調
査
員
）

に
新
た
に
専
門
調
査
員
の
委
嘱
状
を
、
ま
た
、
飯
田
明
彦
、
伊
藤

陽
平
、
栗
原
祐
斗
、
中
村
一
成
の
各
氏
（
新
任
）
に
特
別
調
査
員

の
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。

②
専
門
部
会
の
統
合
及
び
部
会
長
の
選
出
に
つ
い
て

　

両
専
門
部
会
を
統
合
し
、
老
川
慶
喜
専
門
委
員
が
新
た
な
部
会

長
に
選
出
さ
れ
た
。
な
お
、
新
専
門
部
会
の
名
称
は
「
熊
谷
市
史

近
代
・
現
代
専
門
部
会
」
と
し
た
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　

資
料
編
６
及
び
７
の
目
次
案
に
従
い
、
新
任
を
含
め
た
各
編
集

委
員
等
の
担
当
分
野
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
文
化
等

の
分
野
の
担
当
者
の
候
補
者
と
し
て
、
市
立
熊
谷
図
書
館
の
大
井

教
寛
主
幹
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
次
回
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
三
月
ま
で
に
開
催
す
る
予

定
と
し
た
。

六
　
仏
像
・
仏
画
専
門
部
会

仏
像
・
仏
画
専
門
部
会
長
　
林
　
宏
一

１　

調
査
報
告
書
「
仏
像
・
仏
画
１
」
の
刊
行

　

三
月
に
、
調
査
報
告
書
『
仏
像
・
仏
画
１
』
を
刊
行
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
三
分
冊
の
う
ち
の
第
一
冊
目
で
、
市
内
北
部
地
域
の

八
五
か
所
一
、五
〇
〇
点
以
上
の
仏
像
・
神
像
等
を
取
り
扱
っ
た
。

ま
た
、
図
版
編
を
付
け
、
江
戸
時
代
以
前
の
仏
像
等
一
、〇
〇
〇

点
以
上
の
カ
ラ
ー
写
真
を
掲
載
し
た
。
自
治
体
史
と
し
て
は
、
今

ま
で
に
例
の
な
い
取
り
組
み
で
あ
ろ
う
。

　

当
書
の
編
集
に
特
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
、
西
口
由
子
、
原

口
雅
樹
専
門
調
査
員
、
ま
た
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
坂
東
隆
秀
特
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別
調
査
員
、
さ
ら
に
、
調
査
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
編

集
委
員
・
協
力
員
に
誌
面
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　

今
後
、
二
冊
目
以
降
の
刊
行
に
向
け
、
さ
ら
な
る
調
査
を
進
め

て
い
く
。

２　

仏
像
・
仏
画
悉
皆
調
査

　

平
成
二
四
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
令
和
二
年
度
は
九
年
目
と

な
る
。

　

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
の
影
響
に
よ
り
、
三
月
～
一
〇

月
ま
で
の
調
査
が
中
止
と
な
り
、
三
日
間
六
か
所
の
調
査
を
行
っ

た
の
み
と
な
っ
た
。

　

調
査
内
容
は
、
写
真
撮
影
及
び
寸
法
や
形
状
・
材
質
等
を
記
し

た
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
で
一
〇
〇
点
超
の

仏
像
・
仏
画
等
の
調
査
を
終
え
た
。
九
年
間
の
累
計
で
は
、
二
、

六
〇
〇
点
超
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
調
査
後
の
調
査
カ
ー
ド
と
写
真
の
整
理
は
西
口
由
子
専

門
調
査
員
が
行
っ
た
。
ま
た
、
当
調
査
の
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
原
口
雅
樹
委
員
が
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
二
年
に
実
施
し
た
調
査
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１　

小
江
川
保
泉
寺
（
二
月
二
七
日
）

２　

押
切
宝
幢
寺
（
二
月
二
七
日
）

３　

熊
谷
聖
天
宮
（
一
一
月
九
日
）

４　

東
別
府
京
蔵
寺
（
一
一
月
九
日
）

５　

久
下
東
竹
院
（
一
二
月
二
一
日
）

６　

下
奈
良
個
人
蔵
（
一
二
月
二
一
日
）

　

最
後
に
、
調
査
先
寺
社
、
自
治
会
関
係
者
、
調
査
協
力
者
等
の

多
大
な
る
御
協
力
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。


